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斗牛tいふ言葉（大山） 331　，・f　　　皆さん。私は皆さんの親愛なる星の友達で御座います。御一緒に．ひろく天
　　：文を普及し、i髪ら僻引博士をやっつけて、こんな事を間違へる襟な人が、やが
　　てはこの日本にだけでも一一入も居なくなる様に．奮闘努力致さうではありませ
　　んか。私の話はこれ丈です。（をはり）
星　の　光　　り
　それ渦潮なる光りの黙々であろ。形ちも無く、大きさも無い071s一微かな光りの、無茶
苦茶な配列。一それが何故に此れほこ人の心奄惹きつけろのだろう。
　私［［1、時々、四條通りゃ寺町あプこりの賑mpかな夜の街頭な散歩する。　itればれしい人の
顔な迎える店々のLp自1や、軒々に配列する燈火が、或ば青く赤く或は白く黄いろく、一直
線に列んだり、まるく輪彪作っすこり、人の智恵で考へられるだけの技巧かつくして光りた
美化してみる。一一珪の光りの海にナこY“よう心で私（i［歩みな蓮ぶこSが多い。しかし、其
の時、幸ひに空が晴れてゐみならば、かうしずこ入造光波iS共に、天にば星の光り．が馴じみ
深くまブ；　yいてるる。私［i、空な仰いで此の星の光りな捕へろ瞬間心ば平翻こ麟って、人
造美ビ宇宙美ピのU7．　“ラスト　［：思ひふける。
　人遣の美li騒々しい、人造の下口静かである○人造美匿毒々しい、宇宙美ほ清く澄んで
みる。人造美匡赤sfitが勝ってるる。宇宙美ば白亡青ビが基調定なってみる。人造美匡
當てつけがましい直線亡曲線ぜで出口てるる、宇宙美1工無茶苦茶な列び方の中に實［工誰で
も為考昏さぜる隊な持ってみろ。人造美匡材料が絵り多過ぎて技巧が足りない、宇宙美（t
簡軍な基本材料であるが技巧匡全く超越的である。一こyうみに、暗夜街頭に立って、
有田ドラツ〃の電飾ビ、春の中天にきらめく獅子の星座t見比べて見るが好い。人亡超人
tの心理の差が最も端的に了解される。
　もつビ　Skのコ？トラストかま蜜も1’：見る7こめ［：s晴れナこ夜比叡の山瀬に登って見るが好
い。脚下に見る京シ＝め夜の賑ばひit　sかうしナこ観察の未経瞼者にに到底想像の出來ないぼ
ご興奮的なものである。しかし、胃旦・眼た韓じて全天に列ぶ大小の星座な顧みろミき、
そこにに興奮が無くて落付きがあり、動揺が無くて規則正しい蓮行があり、淺薄がなくて
奥深かさがあり、いPみが無く’て何時までも見る人の歪な離さぜない魅力がある。
　先年、比叡上に登って人の世ご夫の世界定為鳥鰍しナこ私［敷一一九二三年、南力IJフナル
ニアのヰレソン山に登って全く同じ感じな深め7ここ亡があろ。ヰルソ．ン山の下にに、牛世
紀の聞に一寒村から人口百萬の大都倉に化しt：uス・アンゲソス書、米國第一の占豪別荘市
街パサデナがある。山の上．から見下す庇等の市々の美［’（　N金に飽かしM人智に飽かしナこや
ンキτ式の豪勢ぶりな見ぜて匡みるヵS、しかし智恵無しに造られ7こ星、々の配列美にば蓮く
及ばないt思に域られナこ。一一山本一清（雑草苑）
